
 

 

Ⅴ. 北九州港・・・北九州市 

帆船に逢える街「みなとまち 門司港」  

 

◆実施期間  

実施日 令和７年５月 2５日（日）及び 11 月 2 日（日） 

  

◆実施内容  

 みなとオアシス門司港の構成施設を核とする門司港レトロ地区において、春（5 月）と秋（11

月）に、イルミネーションで彩られた寄港中の帆船等の前面で、「船」と「関門橋」をバック

に、JAZZ 等 BGM の生演奏や、キッチンカー等でのアルコールや食事の提供など、夜の「み

なとまち 門司港」をゆったりと堪能してもらいました。 

 

春のイベント 

第 80 回門司みなと祭の最終日である 5 月 25 日（日）に、門司港レトロ地区内である西海岸

1 号物揚げ場において、「“みらいへ”と夜の門司港」を実施しました。 

当日は夕刻から、門司みなと祭に合わせ寄港した帆船「BLUE OCEAN みらいへ」の前で、 

プレミアホテル門司港による軽食や門司港ビールによる地ビール等を嗜みながら、約 800 人の

方が帆船のイルミネーションと九州工業大学のビッグバンドによる JAZZ の生演奏のコラボレ

ーションに酔いしれました。 

また、帆船「BLUE OCEAN みらいへ」では、イルミネーション点灯だけでなく、夜間一般

公開を実施し、約 250 人の方が夜の帆船からライトアップされた関門橋を眺めました。 

 

 

 

 

 

 

秋のイベント 

当初、練習船「日本丸」の寄港に合わせ実施を計画していましたが、練習船の予定が変更と

なったため、「北九州港開港記念イベント」＊に合わせて門司 1 号岸壁に寄港した帆船「海王丸」

前において、11 月 2 日（日）に実施しました。 

「北九州港開港記念イベント」の当日は、朝から、帆船「海王丸」を始めとする船舶 5 隻の

一般公開のほか、“みなと”をテーマにしたさまざまなイベントが実施され、2 日間のイベント

で、約４万人が来場し、多くの方で門司港が賑わいました。 

2 日目の一般公開終了後、帆船前のステージにおいて、「みなと音楽祭」を開催し、イルミ

ネーションと生バンドとのコラボレーションを楽しみました。 

 

 

 

 

 

 

 ライトアップされた帆船   学生による JAZZ 演奏    プレミアホテル門司港による出店    夜の一般公開 

 ライトアップされた帆船    生バンドによる演奏     キッチンカーによる販売   門司レトロもライトアップ  

＊例年、11 月 15 日の北九州港開港記念日を祝うイベントとして開催されるもので、2025 年は 11 月１～2 日の 2 日間に 
わたって開催された。 



 

 

   ◆まとめ  

春のイベントでは、前日が荒天に、秋のイベントでは、当日強風に見舞われ、当日参加者数

の減少が懸念されましたが、春秋ともに、多くの方に夜の「みなとまち 門司港」を楽しんで

いただくことができました。 

秋のイベントでは、帆船のみならず、みなとオアシス門司港の構成施設の一部もライトアッ

プし、門司港レトロのイルミネーションと合わさり、門司港全体が華やいだ雰囲気となりまし

た。 

また、春のイベント時は、日の入りが 19 時過ぎであったため、なかなか日が暮れず、関門

橋とのコラボレーションが 20 時近くとなりました。 

一方、秋のイベントでは、日の入りが 17 時 20 分頃だったため、温度が下がり、肌寒い状況

となり、暖房を準備する等、イベント参加者の環境も考慮する必要があることが分かりました。 

さらに、秋のイベントは、当初、一般寄港する練習帆船の寄港に合わせて、事業を実施する

予定でしたが、一般寄港地の変更が 6 月に判明したため、急遽、日程を変更することとなりま

した。今回は、寄港要請していた帆船で実施することができましたが、実施確定までの準備や

調整の難しさを感じました。 

門司港では、今夏（令和 8 年 7 月）、新たにホテルが開業する等、夜の滞在時間延長や宿泊

者の増加に向けて取り組んでいます。 

今年の反省を踏まえ、帆船を活用した夜型イベントを、引き続き実施していきたいと考えて

います。 


